
ＰＢＡの活動に関する日本ビリヤード協会(ＮＢＡ)の対応方針について 

 

キャロムビリヤードの新団体ＰＢＡの活動がキャロムビリヤードを国際的に統括する国

際競技連盟(International Federation)であるＵＭＢによる承認が得られないまま開始され

た問題について、ＵＭＢはこのＰＢＡによる活動をキャロムビリヤードの国際的な利益を

損ねるものとし、事前に公表されていた通り、ＰＢＡの活動(競技会)に参加した者について

は一定期間のＵＭＢ主催・公認の国際競技大会への出場停止とする裁定を下しました。出

場停止の対象は国内競技団体(National Federation)であるＮＢＡが主催・公認する国内大

会にも及びます。具体的には、このような国際大会に連なる代表選考対象試合、またその

試合への出場に関連してシード権やランキングポイントが付与される全ての国内大会が該

当します。なお、国内で完結して上述の試合にいかなる連携も持たない競技会への参加に

は制限が加えられておりません。逆に、該当する出場停止対象の国内大会において前述裁

定への違反が発覚した場合、代表選考対象試合であっても国内で完結する大会とみなされ、

日本からの代表派遣そのものができなくなるうえ、選手と国内競技団体の双方に対して新

たな処分の裁定がくだされることが通知されています。 

今後、ＵＭＢとＰＢＡの間で調整が行われて、現在の状況が打開される希望は現時点で

はありません。新たなフィールドに挑戦するプレーヤー個々人の価値観は理解しながらも、

ＮＢＡは国内競技団体としての国際ルールを遵守しなければならない立場にあり、今回の

ＵＭＢの裁定に全面的に追従することとなります。 

以上、全てのキャロムプレーヤーと主管・主催にあたる各団体関係者にも現況の周知を

徹底していただき、今後の然るべきご対応をお願い申し上げます。なお、ＵＭＢによる出

場停止の裁定は、その対象をプロ・アマ問わずに下され、国内においても同様に適用され

ることを付記させていただきます。 
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